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戦後 まも なく 出版 さ れ ､ 世界 的な べ ス トセ ラ ー

と な っ た r 夜と 褒｣ ｡ 著者の ヴィ ク トール ･ フ ラ ン クル は ､ 1 9 0 5 年ウ ィ
ー

ン に生 ま れ ､

ウ ィ
ー ン 大学で 医学を 学び ､ 精神科医に な り ま し た｡ し か し､ 第 二 次 大 戦中､ ユ ダ ヤ人 だ っ た彼 は ､ 両 親や 結婚 した ば か り の 妻共々 ､

ナ チ ス に よ っ て 強制収容所 に送 ら れ ます ｡ 大t 虐殺､ 強制労 ㈲ と い う 人間の生活 と は か け離れた収容所生活 の中で も ､ 人間性 を 失

わ なか っ た 者が い た と フ ラ ン ク ル は言 い ま す ｡ 優 しい 言葉を か け た り最後 の パ ン の ひ と か け ら を他者 に与 え る姿 を少数 で も 見か け

る こ とは で き た と｡ 極限 の状況 の 中で ､ 典型 的な 囚人 に な るか ､ 人間 と して の 尊 厳 を守 り人 間と して と ど ま ろ う と す る か､ そ れ を

決め るの は 人 間な の だ と ｡

私た ちは ｢ 何の ため に生 きて い る ん だ ろ うJ と口 癖の よ う に問 い ま す ｡ 最近は 若者 た ち さ え ､ そ う自 ら に問 う こ と が 多く な っ た 気

が し ます ｡
｢
人 生に そ う問う て も 決 して 答え は 返 っ て こ な い ｡ 人 生に 期待す る の で は な く ､ 人生 の 方 が あ な た が 生み 出す 何 かを 待 っ

て い る｡ 人生が あ なた に 期待 して い る ｡ ｣ フ ラ ン ク ル は そ う考え ま した ｡

彼の 言葉は時代を超え て ､ 混 迷と 言わ れ る 現代を生 き る人々 の 心 をも と ら え､ 生 き る指針に な っ て い ます ｡

満月 の 夜､ フ ラ ン ク ル が 生 き抜い た 強 制収容所の 時代 と現代が交錯 し ます ｡

【語り】 渡辺 祥子 S H O K O V 佃†q n (コb e

1 9 9 1 年よ り フ リ
ー アナ ウ ンサ ーと して 独立｡ 9 8 年 か ら は朗 読家 と して の 活動 を開 始｡ 古典 作品か らオ リ ジ ナ ル作 品ま で 様々 な ジャ

ンル の 作品 を語り各地 で 好評 を 博す ｡ 通常 の舞 台公演 の他 ､ 相田み つ を 美術館 (東京国際 フ ォ ーラ ム 内) ､ 冨 弘美開館 ( 群馬県み ど り 市)

な ど作 家ゆか り の 場所 での 朗読 ラ イブ ､ 客船
`

飛鳥Il
■

世 界
一

周クル
ー ズ船上 で の

｢
源氏語 り｣ 公 演など ､ バ ラ エ テ ィ ー 豊か な裏現活

動 を展開｡

心癒 し ､ 力を与 え る言葉や 物語 を美 し い 日本語 の 響きに のせ て紹 介す る 他 講演や 執筆で 言葉の 力 を届 け る活動 も ｡

2 0 1 1 年 3 月 ､ 東日本大釜災時 に仙台で 被災 した 後は ､ これ ま で の 議扱の 中に ､ 被災地 で懸命 に 生 きる 人々 の 生きる 姿や こ こ ろ温 ま

る エ ピソー ドな どを取 り入 れ ､ 被災地 と 支援者 を結 ′言巧言動も積極 的に 行 う ｡

ヴィ ク トール ･ フ ラ ン ク ル の 別没 した心理療法
｢ ロコセ ラ ピー｣ を実践す る ロ コセ ラ ピス ト ( 日本 ロ ゴ セ ラ ピス ト協 会認定) で もある ｡

鈴木 美糸己子 M IK IK O S u z u ki / 声楽家
･ ソ プ ラ ノ

宮城学 院女子大学芋芸宇部 舌楽科卒業後 ､
ベ ル ギ ー 王 立 リエ ー

ジ ュ 音楽院に 留学｡ 1 9 9 7 年最優秀 の成績 で愕 7 ､ フル 三 エ ･

プ リ ( 優秀賞) を 受賞｡ ヴ ェ ル サ イ ユ
･ バ ロ ッ ク フ ェ ス テ ィ バ

ル で は ､
M
.
A
.
シ ヤ ル パ ンテ ィ 工

｢ 王 子の た め の 追悼 ミサ｣ ( ジ ャ

ン
･

テ ユ ペ リー指揮) の ソ リ ス ト と して 出演 し ､ そ の 歌唱は

高く 認め られ た ｡ 現 在は フ ラ ン ス バ ロ ッ ク音楽 ､ 中 世
･ ル ネ

サ ン ス ア ン サ ン ブノし､ 1 6-1 8 世紀 イ ギリ ス ､ ドイ ツ 歌曲やオ

ラ トリ オ の ソ リス ト と し て演 奏話勤 を行 い ､
バ ッ ハ ･

コ し ギ

ウ ム ･ ジャ パ ン の 海外
･

国内 公 演 ､
ラ ･ シ ャ ベ ル

･ バ ロ ッ ク

などバ ロ ッ ク
･

オーケ ス ト ラ との 公 議 も数多い ｡

【脚本 ･ 演出】 吉川 由美 Y U M I Y o s hik o w (】

仙 台市生ま れ｡ プロデ ュ ーサー､ 演 出家｡ さ ま ぎまな コ ミ ュ ニ テ ィ ーで 市民を巻き込み なが ら アート プロ ジ工 ク

トを展開 して い る ｡
コ ミ ュ ニ テ ィーと文化芸 術 ､ 観光 ､ 教育 と を つ な げる ､ プ ログ ラム ･ オ フ ィ サーと して も 活 軌

宮城県大 河 原町の え ず こホール で ､ 閑蔑以 来コ ミ ュ ニ テ ィ
･ プ ログ ラム づ く りに 約 1 0 年 取り組み ､ 2 0 0 7 年 え

すこホール は ｣ A F R A ア ワードに 煙 い た ｡ 2 0 0 4 年以降 ､ 仙台市卸町な とで アート プ ロ ジ ェ ク トを展 開｡ ア
ー

ト

に よる まち の活性 化に 取り 組ん で い る ｡ 2 0 1 0 年より ､ 南三 陸町の 新た な 魅力 を再発 見す る ア
ー トプ ロ ジェ ク ト

を展 臥 今 回の東 日本 大富 災で 甚大な被害 を 受 けた 同町で ､ アート を 適 し ､ 復興に 向 け た プ ロ ジ ェ ク トを継続 し

て い る ｡ ∧ 戸ポータル ミ ュ ージア ム は っ ち 文 化創造デ ィ レクター｡ 宮城大学非常勤講師｡ h ttp :/ / Ⅵ～Ⅵ〟. d a- h aJ p

h tt p:// W W W . e n Visi . 0 ｢ g

【音響】 サウン ドデザ イン l 照明】 臥r 0 0 m

佐藤 正 隆 M A S A T A K A S al: 0 / ギタ リス ト

3 歳 より ギターを 始め る ｡ 2 0 0 0 年 ､ ハ バ ナ 国際ギター

フ ェ ス テ ィ パ ル ( キ ュ ーバ ) に 参加 ｡ 2 0 0 1 年 ､ 東京

で 行われ た第 3 2 回ク ラ シ カ ル ギターコ ン クール 第

3 位入 賞 ｡ 2 0 0 5 年 ､ 庄 内国際 ギ ターフ ェ ス テ ィ パ

ル に 受講 生 と し て オーデ ィ シ ョ ン で 選 ばれ ､ 最後の

巨匠 と い われ る オス カ
ー

ギ リア の マ ス ターク ラス を

受 講 ｡ 宮城 ､ 埼玉 ､ 神奈JLl ､ 宮 崎で ソ ロ コ ン サ
ー ト

を開催｡ 仙台ギタース クール 主宰｡
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